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Y7"ウ墨アの開発プロセスを形式的に配遣し、その配述により璽開発を宝援する鼠みが
近揮をされている.しかし、それら多〈は晋捕で発生する置雄創乍軍令問題を十舟匡堕してい
念い.-tζで人聞と人間の関連性と、プロダタ与相互胸骨に薗目L、現・の賓雑念作費を記述
する轟の裏民法を提軍L、-t"'iOi!法はり実関聾プロセスの配述を行傘った.
本調ではそ申表記法の提案kそれにもとづ〈実関費プロセスの配述及びその考療に関Lて述
ベる.
1.はじめに
ソフトウェア開膏プロセスを宜援し、その作量効"
や慣額佐世高めようとする研究が多方面から進められ
ており、実療に宜僅漏の同作たどが符われている.l. 
かし今までのととろ、翼療の開発現樋で有効に剰周で
きるような底来はあがってい念い.ζれは、ソ 7~ウ
~ア開費プロセスに大き〈都ーする誼車をな要因に十分
封晶できて加ないためでは念いかと考えら札る.
とれらの要因としてほ、要員の配置や作量の舟割、
管理者間/作章者聞の醤合い、顧客との関連や要求の
変更、スケジsールの圃室、レピュー/ウォークスル
ーなどを翁げるととができる.プロセスの記述にもと
づいて:l 7.. t)~ア開発を宜援しようとした時、 ζれ
らの要因依帯式的に配述する方法#与えられておらず、
また、何をするζとがとれらに対する支置傘のかも明
橿でほ傘い.更に、 ζれらの要因が問彊と念る開提の
局面で、作寮宥が実轟に何をLているのか、 Eういう
意志決定がなさ才、、その原固と念ったものは何か、と
いった骨折も+骨K行なわれているとほ冒えない.
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本稿位、それら現舗のrd喝を舟析する為の一つのア
プローテとして、作章者間の悔圃Eぴプロダクト相互
関冊を官め、それら現・の置雑念開聾プロセスを担遣
するための聾記法を提重L、その量配法により実際の
開聾プロセスを記述する ζとを猷みた.
更に、本研究はそれらソフトウzア開亮の一週の作
車を明殖にし、それをもとにソ 7 ~ウェア開曹の宝置
を目指す.
2 目的
実調曹の置計プロセスを明檀にしその宜撞する事で
特に次の2点に対する効果を狙っている.
u 舷計の笹術格転
翼僚の開亮現織を伺う ξ、要求定瞳や霞世?の甘さ/
低さから世々の問圃が発生しその開発効率を著しく軍
下させている.ウォーターフ才一ルそデルを用いた開
発の働音、闘えば、 ( . )ユー ザー E求を匪障に定捜し
止の工程に進む、 (b)ユーザから要撲がな貯ればE
rtt!場聖書傘 rのド，.~メ Y トを伸ら念かったり砂ップ
ダウyにその鉱度定穫を詳細にし念い傘ど震計プログ
タ与を軽視する、 ( ， )置計方法白河に関わらず置計
内容や世定・司置などをプロジェタト内のメ Yバや顧客
への檀毘を宜る怠どレビューやウォータスルーを富民E
する、在どから置多い檀Jt:r司自司ICtたがるバッタト
ラフタ~、倍増随直買がプログラミ yグ工程以降にゐい
て発生したりする.また、ユーザ要求から定瞳/置計
を飛ぽし、ソースヨードをタイプする司区によって仕樺
化を行傘う人も多い.ζれら問題の大きな原因。一つ
は量計按術者の技補・気圏不足/要員不足である.今
まで殴針技情書は時聞をかけ経験的にぜ術普転を行念
って来たが、近年膨大したソフトウ畠ア需要を賄うだ
けの誼輔/要員を櫨保する窃怯出来ない.そのため、
それら置計疲術者の置術向上や宵成を促す.
2ふ菅理作量由サポート
置計プロセスを明確化する事により、その管理作揮
のサポートを促す.倒えば、開提耐のスケジ~-y シ
グ恰今までの各笹補者の佳厳と管理者の直観的推測に
より符なっているが、正信念各弦術者の能力を定量的
に把哩できれぽその信頼性信唱す.また、開聾時IC.. 
いての各裳術者の作量状曹を把哩する事が襲し〈進修
輯担信各設術者の申告に任せてbり、具体的な作聾輯
態を把握で曹訟い.との樺念各担調『者~プロジ~タト
全体の量移管理~共同作童の為の環須構築を符なう;Ib
の封軒もし〈館主置を目指す.
..複主的モデル
2奪で示した目的の主揖位置計プロセスを配遣しそ
のプロセ"を利用する事により図3-11<:示す閣当主モ
デルを考える.
i..・-
巳三ヨ
Iー・怜4-ι
全壬土f-'・-ムー
図3-1 概企~デル
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(1)魚属疲情者
熟聴した釘術者が自卦の作量を配述する.また、配
述内容を卦析しプロセスの量適化を宵念う.
(2)朝用者
利用する質補者は経厳や匁織によりその作璽能力低
異なっている.そζで、控調者の按術レベルヱは慶求
するレベルに合った形で利用を符なうと同時にその作
草履歴を残す.
(3)マネージ令
マネージャ低利用すベ〈プロセス記述をプロジェタ
トや各利用者にマッチする樺にカスタマイズを行方~v、、
それを朝用者に指示する.tた、利用Lたプロセス肥
遣と各利用者の皿屋をマフピYグさせ、笹術者やプロ
ジ~タ与全体の盈静管理などを符念う.
..プロセス農民の要求事項
配通した内容を骨折L利用する為の要求信次の4つ
が考えられる.
(1)記述書畠性
実際に利用すベ〈記述依経験量富念酷融技術者が主
に符傘うが、その時、実践の開亮作量K罷曹を与えな
いように出乗るだけ簡単な配詰で念砂ればなら傘ぃ.
(2)記述柔軟性
決まり切った作章信もとより、現a・の色々 1.1:輯況を
残す司院が出来るよう傘柔軟念配法でなければ傘ら老い.
(3)内容十舟性/骨折容易住
記述した内容が実際の開発作揮を忠実1CJi[暁してお
り、桂で舟析する轟の十分傘内容を含んでいる必要が
ある.
(4)時間的項目
管理的要因を伴っているので作童の時間関係を獲す
必要がある.
S プロセス袋EのE述事項
ソフトク孟ア開聾工程を静式的に聾現し1肥避する方
法として位、 OlterwlCによる proee.
• PrO'f・mmiOi(I)やWiI I・m
，のBeh・vior.l Approlch(2)、
大阪大学鳥居研究室のPDL(Proeeaa De 
aer pt ooLao，u・.)[3J [0 
が挙げられ、形式化した冒庖γyタフタス(スク 9プ
吋により紀述/宜援を行なっている.また、その配
遣をピジsアル的に形式化された図形:::.-:--タフタスに
より記述する方法としてPPK法 (problem-
produe t-Knowl e，法) [6 Jも捗げら
れる.
しかし、それらは要事量の現・で更生する祖雄念作費
K十骨対露できてい念い樺K恩われる.曹理者聞や作
章者聞の闘冊、顧客との関連、レピ~-/ウォータス
ルーなどのヨミ sケーシ.y、要員の配置や作量分割
/変更、スケジaール調整の曹理的制乍章、また、そ
れらとプロダタト kの関連性なども考慮し念ければ、
婁療の開費現揖で有効K利用でき念い.
本摘はζれらの事より、人間車ぴ置殿町人聞の作量
に着目し、その作費でのプロダクトとの関遣を中心に
まとめる.即ち、プロセスを人周もt.<位置散の人間
のヨミュユケーシ .yとして捉え、その入出力がプロ
ダクトであると考える.
費配の配述ポイ Y トを次の様に考える.
'.1 プロセス
人m互依置肢の人間の作置をプロセスと、プロセス
の情成要曹を人聞と 2 ミsユケーシ.yとして捉える.
(1)人間
実擦の開発作量に直接携わる人聞はプロジェタト情
成員であるが、それ以舛の人間も開聾に直接互依間接
的に関与する.そとで、記述すべき封象の人間はプロ
ジ孟タト内部の霞酎者/プログラマーはもとよりその
プロジzタトマネージャや他のプロジェタトのメ yバ
-，"マネージャも含めた組線全体の人間や社外の人聞
をも対詠下喧坦療がある.
特に社舛の人周として顧客{ユーザ}を重視する.
ソフトウェア開亮作量依願書の要求Kもとづいて量轄
プロダタトを生皮する為のー遣の作章であり、顧客の
存在は重要である.開莞当初の要求定農工程や各工程
でのレピsーや'温などで密接に買わっているからで
ある.
(2) ~ミ sニケーシ .y
ソフトウェア開発は通常置量生の人聞がプロジ皐タト
を傭底し共同で作量を宵なう.-t:のプロジェタト内の
コミ sニケーシ .yはもとより、 (1)に示した封.と
する人聞の問にどのよう念コミュエケーシ .yが発生
するか.また、そのヨミュユケーシ.yの方法が電話
/FAXX信直接的な金眼や相践の樺な帯なのか、互
依何らかのツールを用相たか.
5.'プロダクト
Y フ~"'~ア開亮10.いて通常プロダクトとは、茸
本霞酎仕様書の線な完成した鮮品ドキaメシトを指す
が、ととではソフトウェア開亮作賓の金工程で晃生す
る中間性成物やノウハウ念ど全てのものをプロダタト
として捉える.
その時、発生するプロダクトの性格から次の内面的
プロダクトと外面的プロダクトに大き〈骨頚し、 ζれ
らを構庇要賓とする.
(1)外面的プロダクト
直接聞亮システムに鵬揮し殴酎仕樺書"'"~ースプロ
グラムの様に紙面やファイルなどに帯として現れてい
るプログターである.
(2)内面的プロダタ争
とれほ人聞の内面的な思考やノウハウ念どの直穫帯
となって現れる事のないプロダクトである.乙のプロ
グタ Fから舛面的プロダクト{曹理的プロダクト}が
生成されると考えられる.
買に、本研究の目的から外面的プロダクトから曹理
的なプロダクトを切り骨けて考える.
(3)曹理的プロダタト
顧客との契約書、プロジェタトの計画書、彊修報告
'ーなどの直接開聾νステムに関係し念い質的的/管理
的なプロダクトや作量環壇の構集などの現壇的傘プロ
ダクト.
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-表記法
虫記位以上の調膨主りプロセスを(祖量置の)人聞の作
賓として捉え、そのプロセスの入出力とLて書用Eぴ
生成プロダクトを記述する.図6-1にその一明を示
す.
一 一
.::..-
1........'"ヨ~
可 I・-1__....二コ1.. ユーでCEiJ
図6-1 聾配阿
1.1.プ闘セス
プロセスのヨシポーネY トを人周とョミュエケーシ
ョyで構成し、図6-1のプロセス領揖に担遺する.
(1)人用
ソフトウェア開聾における人用を考えた揖音、通常
プロジェタトは1人のMlloa，er、1人のL<a
d.， 、置散のMemberで情底さ札、そのM盆 a
a ， e rは置散のプロジェタトを曹理している.
今回は入閣の置頭をプロジェク b構成員/顧客/そ
れ以外の 3種類に卦け記述を符なう.その~!/ポーネ
シトを図6-2tc示す.また、そのヨYポーネント中
失に一軍の蟻別名称を記入する.
ω市川町 一c-コー
. ( ;1_'") 
fーナてで 、ー
kニヱヱー ノ組.l'Itt~
図6-2 入周のョ yポーネント
(2)ヨミュユケーショ y
人周と人周の関係をコミュニケーシ.!/として捉え
る.ョミュユケーショ νの司聞位大まかに/1(の2掴岡田
として費す [6]0 ~をた、その時のョミ~ユケ-:.-.
Yの方法を右側に記述する.倒えぽ、電話、 Fax、
電子メー ル、 t • I kなど.それらヨシポーネ Yトの
闘を図6-3に示す.
(a) C 0 0 p e r a t 0 0 
会車、相践念どの樺t.I:対等な関陣にあるコミュ
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ユケーシ.:';0 
(b) D e I e Ila t 0 0 
指示、命令などの内容に上下の関障にあるコミ
ュエケーシ.Yo 
t・lCo。帥r仙開 (bl D制・9".ion
図6-3 ~ミュエケーシ.!/のコ yポーネ y ト
1.2.プロダクト
プログタ与の舛菌的/内面的/曹理的プロダクトを
それぞれその内容から細か〈骨頚L図6-0'示す.
また、そのコンポーネント中炎に一章の鼠Z'J名悼を記
入し、図6-1の入力慣瞳互依出力傾揖に官宙産する.
1 ・略酒.，~ø__' ~ -
」、
ωIf#.・→ 一 一 ー EEこここ]
千式
倒ー ，..~，，;.... -I ，..ニL
-~ ー? I'"'-Jl...~三日'" .10-.. ..~~a' ~ 
-・7固'"炉
銅山町，.
『
?
?
????? ?
t・e・・旬ヲロ，，.
肉・，，"D"'~
的a. 画面園
ω.・
図6-( プロダタトの~!/ポーネント
1.1.プロダクトの流れ
プロセスの入出力としてプログク与を定裂するがそ
札を情報の掠れ&して捉え図6-6tc示す記号でプロ
ダタ bからプロセスへ、プロセスからプロダクトヘ表
す.またその時その情報が人間の入力{出力)なら人
間~!/ポーネ Y トヘ{から)、壇賞簡の人聞に跨るa・
告はコミ aエケーシ.y . 、{から)配述を行なう.
ーーーーー+
図6-6情報の流れの童館
....その他
プロセスとプロダクト且出4に図6-1のコメ Yト領
壇と期間領揖について述ベる.まず、ョメ Y ト領域は
上段に工署~悼を明記し、 ζのプロセスの釈明ツール、
目的-!>注釈的主事柄を白骨髄で記述する.尚、工程名
称はSDEM(7) (叫)の小工程を使用する.また期
間領嫌であるが、乙のプロセスの予定期間と実蹟期聞
を紀入する.
7 実爆のプロジzクトの肥述
要望阜のプロV;r.タトを配述するに当たりその開聾プ
ロジ三タトの量出位、 (.) WSペースの開尭プロジ
~ クトである、 (b) ドキュメント念どのプロダクト
をWS上で管理をしている、 (<)ー 量量的な開発号グ
ルであるウォーターフォール型の開尭プロジェタトで
ある、 (d)要求定義~納品まで全てを行なっている。
を主既に肢のプロジ忌クトを畳んだ.
開発物:SunVi押下の卦散型OA1的アプFケーシ."
工費E・JtIlIl 釣S人/月、 6カ月.約計四人/月
ターグフトマシン ーSUN 
開亮マ::.-Y : SUN ，NEWS 
世用冒簡 C，COBOL，Fortr岨，Pu白1，PL/l
ドキ皐メシト規槙 A4ー 酌4曲ページ(rOIf)
プログラム鏡橿 z約l>Kステップ (0雷需のみ)
とのプロジェタト構成とそれぞれの主在世割信、 ( 
a)Manager 顧客との宮量レペルの作章、統
括的なプロジェタト管理なE、 (b) L e・de ， 
作聾環境の構築群輯なプロジェクト管理、設計、プ
ログヲミングなど、 (c)Memberl. Memb 
e ， 2 プログラミ Yグ、テストな~.. 
本記述はプロジェタト構成員である Le a d e rが
行念い16 0プロセスを記述した.その一部を図7-
{・1)SDEMt.t富金量(It>の登録商事..
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11(示す.
量亘---~-I........
一一一寸言;テ!日至二コ
-(-コ 1_... 
1..コー ・と三〉
G三D
図7-1 翼開聾の配通例
配述した内容からとのプロジ孟タト主念特種的項目
を述べる.
(1)ツールの利用
ドキsメyトやソース入力低汎用的なv，やem.
< .を用柄、ドキュメ yトの文章島理には r0 f fを
使っており、 CASEなどの設計宜撞ツーんは一切用
いていない.また、コミ aエケーショシにおいての利
用アールは電子メールくらいである.
(2)顧客とのコミュユケーシ."
作成さ札たプロダクトは聖覇軍罰でユーザレピュー
を行ない、その結果を全て主家として舵躍しその聾そ
の内容に闘しユーザ確認を待なったので要求定礎佳拡
大幅念要求変更は亮生L傘かった.具体的に位、レピ
ュー内容の合意点や問題点/対応を全てプロダクトと
してまとめ、 FAXなどにて送付しユーザに瞳毘を促
した.
(3)ドキs メy ト作成パターン
ドh メY トとして朝期mt書/群輯設置fーなど6
種鏑を作庶したが、全て問じ樺なバターYで作.!itを行
なっている.(・)上流のドキュメ Y トをもとに!l~を
作成L大まか急配述項目を定義する、 (b)roffマクロを
作底する、(<)目次から牽替に空ファイルを作底する、
(d)Mu，岨暗作戒する、(<)目次と上流ドキzリ Yト
を書閉し傘がらドキュメ y 与を章毎に順次作底する、
(f)mu:elCて9>'クする.また、過去のドキュメ Y ト
を怠曙程庄に困問書照しているが再利用除傘い.
..考聾
8.1.表毘岩由特徴
担聾した置毘法にもとづき実開発の毘述を符ない、
開聾プロセスの考置を行なったが院にとの表記法の特
徴(利点)を調書げる.
(1)トレー ス
時間的駆序により配遣を荷なったのでプロセスやそ
のプロダタ bを》レースしやすい.プロセスの順序、
プログタ予の生成車序、プロダクトの作成者、その書
用プロダクト、ヨミュニケーシ.>'の司臨見/方法、法
定.項、変更事項などを時聞を追って追跡する司匹がで
きる.
(2)記述の容易佐
今回の配遣はドキュメンテーシ.>'・ワークベンチ
により血用図帝エディタで配述を行なったがその配述
負担除少なかった檀κ且える.しかし、過去の事倒を
用いたため、その開発履歴の，置にか念りの時聞を費
やしたが、実療の配述負荷依少な〈、開尭を符ないな
がら各プロセスを周次配遇すれば作章負荷は少ないと
考えられる.本記述専用のツールがあれば念bさらで
あろう.向、思考の流れや思考プロダクトをも明殖に
属す司匹は国援である.
(3)世定.項/変更事項の配述
世定・司圏~変更司陪賓の樺なものをプロダタトとして
配遣する司僚が出来るので、いつ、どのような要因で、
どうしたか、を残す$が出来る.
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(4)顧客との関係配通
プロジaクト内部の人聞の関障は却邑嵐客との関係
も同じ聖位方法で記述できるので、顧客との間にいつ
どのよう念コミ~~ケーシ.>'がいつ発生したのか、
その目的や結果ほ何なのかなど残す事が出来る.
8.2宜援に関する考書E
主復システムについて基本的傘字緯きを決いだし、
どのように開売主援に取り組むか模索している.現扶
での主念瞳酎哩腫を以下1<.げる.
(1)エグィタの作成
本量記法を記述文低利用する為のエディタを作底す
る.その時個々の記述ヨシポーネシ砂と婁悼の9>'タ
-¥'パー ジ.>'ヨントロー んを行なう必要がある.
(2)表毘法の改良
プロセス及びプロダクト抽車度の証ーを行傘柄、プ
ロセスとプログタ Fの陪周化を考える."tた、プロジ
zタト全悼の記述と個々の摘成員の群朝記述を切り卦
げる必要もある.
人聞とアール(マシン)の関障はコメ y トとして配
遣したが、提案した記述法によりその関揮を費す傘ら
プロセスの情庇要賓として図8-1tc.示す形になるで
あろう.
?
??
??
図8-1 人間とツールの関係
(3)利用面
それら配通を書閉する事で熟揖技術者の作聾順序や
その時のプロダクトを bレースする司院によりある程度
の担「術普転を図れるが、生産性向上や量移管理念どを
考える&婁行プロセスの自動化ノ履歴の自動格納怠ど
を績討し傘げれば傘ら傘い.
また、利用者が要求するレペルに合った記述利用を
行ないたいが、その切り釈が必要である.
(4)環境構築
今回のプロジェタトではYース/ドキzメYトの格
納/作成環境単バターン化されている.との織なバタ
ーY化された、共同作聾の為の環境セフトアップや、
個々のソース/ドキュメント環壇の自動構纂を符念う
仕組み作る事信案外容易であると考える.
(')作量分割/進畢管理
実援の週静管理念Eを利用官2ltと実績履鹿のマッピ
シグにより行念う.それらから現状プロジェクトの進
静管理胸陰、各作章者の開亮能力を定齢悼潤定出
来れほ、今後のプロジェタトの作童骨酬や^ケジ1-
"''''グの扮料になる.
(6)全体作章の涜れ
以上の事から、図3-1 1C示した~デルの大まか念
現れ依次の様に念ると考えるo (alマネージャ怯頚似
する記述からプロジ1 クト全体の配述(カスタマイズ
}を行なう、 (b)作童骨割を行なう{自動化}、 (<) 
個々の構成員の作聾に合わせ大まかな個人位遣をカス
タマイズする、 (d)構成員は自分の個刈E述をカスタ
マイズLスケジュー9:，.-グ記述も行念う、 (<)情成員
怯婁豊富に利用しながら履歴を残す(置歴樺存の自動化
}、 (司必要に応じ環壇構築を行なう(自動Jt)、
(.)構成員の履歴とプロジェクト/個人記述をマッピ
Yグさせ避暑管理などを行なう.
..量世に
人聞の関速に薗目しそのプロダクトとの関連性を明
確にすベき表記法を提案し、その記述及び考察を行念
った.今回提案した表位法ば聾敏性があるので現揖で
発生する作量を何らかの帯で置現する事ができ、また
必要に応じて個々のコンポーネy トを置買ン追加する
・も可能である.1.-かしそのE面、実際の配述に際L、
(a)並行プロセスの里民、 (b)プロセス/プロダクトの
階層化、(<)プロダクトのパージ冨シ管理費記、 (d)思
考プロダクト申記述、などのrd型睡も含んでいるので解
決する必要がある.
今t袋、実プロジェタトの配遣を更に遭め賓記法の涜
線化~.聞の蓄積、支援揺の磁立、主担γスアムの開
聾へと聾毘させたいと考えている.
彦君彦文献
(1( 0・tu.eil，L.: "SoftWal'e Pr皿a・ou曾Sof¥w留を
国，"， Proc. of 9th ICSE.， pp.2レ13(1田7)
(21 w迎.ama，L，G ・SoftwareP間四.M.吋eling:A 
h<b.羽onl・.ppr<泊品"， Proιof1批hICSE， pp.174ト
1師 (19皿}
1'1 荻原，飯周，新国，弁上，鳥居 "Yフトウェア開
聾環境記述用関数量冒商の置計と処理系の回附.
信学者書札 COMP~73(1988).
(<1 西村，飯田，荻原，井上.鳥居 "あるプロダクト
間関係の'白書とプロセ^紀述冒薗PDLへの重強"
情報処理学会研究報告書Vol.91No.13， pp.lOl-1曲
('1 田村，地 "置針プロセスに関する主撞揖能につ
いての一考曹司， 情報担翠学会第， 9会全国大会，
SS-lO{l剖 9)
(61 0""，出注u，Ohta .Vel・uclri恰dure"，SOA 
<<p<>rl(1随時
l可 冨封車 "工程名悼一覧ヘ FACOMSDEMソフ
トウェア開発作量調噂レ、yドプァク，同FR.心330ド1，
pp3(1醐)
C-42 
